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Development of Detection of Irradiated Prawn with Photostimulated 































































に輸入エピの照射履歴を検査する際、 PSL法、 TL法と 2-ACB法との組み合わせの応用により、実際のエビ
の状況に応じて適切な検出方法を選び、我が留に輸入されるエピについて、照射の有無を速く正しく確認す
ることができることが示されており、今後、輸入食品の照射履歴の検査への適用も期待される意義のある研
究と判定された。
平成 24年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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